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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年2月23日(2012.2.23)

【公表番号】特表2011-510403(P2011-510403A)
【公表日】平成23年3月31日(2011.3.31)
【年通号数】公開・登録公報2011-013
【出願番号】特願2010-543258(P2010-543258)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｐ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３８０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３８０Ｎ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月27日(2011.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つ以上の主要面を有するケースと、
　少なくとも一つの主要面に配置されたタッチスクリーンディスプレイと、
　前記タッチスクリーンディスプレイに動作可能に接続されたプロセッサと、
　前記タッチスクリーンディスプレイに近接して配置された一つ以上の触覚ピクセルと、
を備え、
　前記一つ以上の触覚ピクセルが前記タッチスクリーンディスプレイを少なくとも部分的
に取り囲み、
　前記一つ以上の触覚ピクセルのそれぞれがアクチュエータに接続された可動部とセンサ
を備え、
　前記アクチュエータは前記プロセッサに接続され、
　前記アクチュエータは前記プロセッサからの命令に応答して作動するよう構成され、
　前記センサは、前記可動部に圧力が加えられたとき、前記プロセッサによって実行され
る一つ以上のプログラムへの入力として信号を生成するよう構成され、
　前記可動部は、前記プロセッサによる一つ以上の命令の実行に応答して第１位置と第２
位置との間で前記アクチュエータによって作動可能であり、
　前記第１位置における前記可動部の触感が、前記第２位置における前記可動部の触感と
異なることを特徴とする、携帯型電子デバイス。
【請求項２】
　前記一つ以上の触覚ピクセルが、前記タッチスクリーンディスプレイと同一の前記ケー
スの主要面上に設置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項３】
　前記一つ以上の触覚ピクセルが、前記タッチスクリーンディスプレイが配置される前記
主要面に近接する前記ケースの側端に設置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯
型電子デバイス。
【請求項４】
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　前記ケースは、前記タッチスクリーンディスプレイが配置される前記主要面と側端との
間に傾斜端部を備え、前記一つ以上の触覚ピクセルが該傾斜端部に設置されることを特徴
とする請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項５】
　前記タッチスクリーンディスプレイの所定の状態に応答して、ユーザに触覚フィードバ
ックを与えおよび／またはユーザからの入力を受け取れるように前記一つ以上の触覚ピク
セルが配置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項６】
　前記一つ以上の触覚ピクセルのうち特定の一つ以上が選択的に作動して、前記タッチス
クリーンディスプレイ上に表示される画像のスクロールの終点を指し示すように構成され
ることを特徴とする請求項５に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項７】
　前記タッチスクリーンディスプレイの状態変化に応答して、前記一つ以上の触覚ピクセ
ルのうち特定の一つ以上が振動するように構成されることを特徴とする請求項５に記載の
携帯型電子デバイス。
【請求項８】
　前記一つ以上の触覚ピクセルのうち前記特定の一つ以上の振動周波数が、タッチスクリ
ーンディスプレイになされるジェスチャの状態に関係することを特徴とする請求項７に記
載の携帯型電子デバイス。
【請求項９】
　タッチスクリーンディスプレイで入力されたジェスチャに応答して、ユーザに触覚フィ
ードバックを与えおよび／またはユーザからの入力を受け取れるように、前記一つ以上の
触覚ピクセルが配置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１０】
　前記一つ以上の触覚ピクセルのうち特定の一つ以上が、携帯型電子デバイスへの特定の
コマンド入力に関連づけられたボタンとして機能するように配置されることを特徴とする
請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１１】
　前記タッチスクリーンが、前記特定の一つ以上の触覚ピクセルに近接して、前記特定の
コマンド入力を識別する情報を表示するよう構成されることを特徴とする請求項１０に記
載の携帯型電子デバイス。
【請求項１２】
　携帯型電子デバイスの配向の変化を検知するように構成されたセンサをさらに備える請
求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１３】
　携帯型電子デバイスの配向の変化に応答して、前記一つ以上の触覚ピクセルのうち特定
の一つ以上が前記第１位置と前記第２位置との間で作動するように構成されることを特徴
とする請求項１２に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１４】
　ゲーム装置、電話機、携帯型メディアプレーヤ、電子メール装置、ウェブブラウザ装置
またはナビゲーション装置として使用されるように構成されることを特徴とする請求項１
０に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１５】
　ゲーム装置として使用されるように構成され、かつゲーム状態の変化またはゲームイベ
ントに応答して前記一つ以上の触覚ピクセルの状態を変化させるように構成されることを
特徴とする請求項１０に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１６】
　当該携帯型電子デバイスと一つ以上の他のデバイスとの間の通信を容易にするよう適合
された通信インタフェースをさらに備える請求項１に記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１７】
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　当該携帯型電子デバイスと通信する一つ以上の他のデバイスの状態変化に応答して前記
一つ以上の触覚ピクセルの状態が変化するように構成されることを特徴とする請求項１に
記載の携帯型電子デバイス。
【請求項１８】
　電子デバイスの主要面に配置されるタッチスクリーンディスプレイと、
　前記タッチスクリーンディスプレイと動作可能に接続されたプロセッサと、を備え、
　前記タッチスクリーンは触覚ピクセルのアレイを備え、
　前記アレイ内の前記触覚ピクセルのそれぞれがアクチュエータに接続された可動部とセ
ンサを備え、
　前記プロセッサにトランスデューサが接続され、
　前記アクチュエータは前記プロセッサからの命令に応答して作動するよう構成され、
　前記センサは、前記可動部に圧力が加えられたとき、前記プロセッサによって実行され
る一つ以上のプログラムへの入力として信号を生成するよう構成され、
　前記可動部は、前記プロセッサによる一つ以上の命令の実行に応答して第１位置と第２
位置との間で前記アクチュエータによって作動可能であり、
　前記第１位置における前記可動部の触感が、前記第２位置における前記可動部の触感と
異なることを特徴とする電子デバイス。
【請求項１９】
　タッチスクリーンディスプレイと、該タッチスクリーンディスプレイに近接して配置さ
れる一つ以上の触覚ピクセルとを有する携帯型デバイスを作動させる方法であって、
　前記一つ以上の触覚ピクセルが前記タッチスクリーンディスプレイを少なくとも部分的
に取り囲み、
　前記一つ以上の触覚ピクセルのそれぞれがアクチュエータに接続された可動部とセンサ
を備え、
　前記可動部は前記アクチュエータによって第１位置と第２位置との間で作動可能であり
、
　前記第１位置における前記可動部の触感が、前記第２位置における前記可動部の触感と
異なっており、
　当該方法は、
　前記タッチスクリーンでユーザ入力を追跡し、
　前記タッチスクリーンの状態を決定し、
　ディスプレイの所定の状態の検出に応答して前記一つ以上の触覚ピクセルの状態を変更
することを含む方法。
【請求項２０】
　前記ユーザ入力を追跡することが、前記タッチスクリーンディスプレイでユーザの指の
動きを追跡することを含む請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記タッチスクリーンディスプレイの状態を決定することが、前記タッチスクリーンデ
ィスプレイ上でユーザが特定のジェスチャを入力したか否かを決定することを含む請求項
１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記タッチスクリーンディスプレイへの前記ユーザ入力が、ビデオゲームに対するユー
ザ入力に対応することを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記所定の状態が、ビデオゲーム状態の変化または一つ以上の特定のゲームイベントを
反映することを特徴とする請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記所定の状態が、前記携帯型デバイスと通信する一つ以上の他のデバイスの状態変化
に対応することを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】



(4) JP 2011-510403 A5 2012.2.23

　前記携帯型デバイスが傾きセンサを備え、前記所定の状態が前記傾きセンサの状態変化
に対応することを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２６】
　前記触覚ピクセルの状態を変更することが、バブルレベルをシミュレートする方法で、
前記傾きセンサにより検知された前記携帯型デバイスの傾きに応答して一つ以上の特定の
触覚ピクセルを選択的に作動させることを含む請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記触覚ピクセルの状態を変更することが、ユーザが一つ以上の特定のピクセルを感じ
られるように特定のピクセルを選択的に作動させ、前記特定のピクセルが前記携帯型デバ
イスのスクロールホイールとして機能するように特定のピクセルを構成することを含む請
求項１９に記載の方法。
【請求項２８】
　前記触覚ピクセルの状態を変更することが、ユーザが一つ以上の特定のピクセルを感じ
られるように前記タッチスクリーン上に表示されるコマンドに近接する一つ以上の特定の
ピクセルを選択的に作動させ、前記携帯型デバイスで前記コマンドを実行するためのボタ
ンとして前記特定のピクセルが機能するように構成することを含む請求項１９に記載の方
法。
【請求項２９】
　前記一つ以上の特定の触覚ピクセルを振動させることをさらに含む請求項２８に記載の
方法。
【請求項３０】
　前記触覚ピクセルの状態を変更することが、ユーザが前記タッチスクリーンディスプレ
イのスクロール限界に到達したとき、ユーザが一つ以上の特定のピクセルを感じられるよ
うに一つ以上の触覚特定のピクセルを選択的に作動させることを含む請求項１９に記載の
方法。
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